
ヘヲ
A
V
o

p
カ
パ
ヤ
シ
ピ
ン

若

林

敏

呑

省
又
は
呑
雲
山

線
と
脱
し
た
。

践
を
長
引
陶
衡
に
慰
ん
で
、
初
は
箇

』
山
昌
を
組
と
し
、
後
に
は
そ
の
機
州
を
鈍
じ
た
。
人

と
な
り
槻
和
、
金
初
回
山
町
に
寺
子
起
を
密
ん
だ
。
明

治
級
新
前
後
の
入
。

ワ
カ
ハ
-
7

著
原

古
川
。

能
喪
服
靭
務
州
加
に
出
す
る
郎

ワ
カ
ベ

若
部
刑
制
咋
締
本
江
の
内
の
小
字
。
明

剛
山
二
年
八
且
朔
目
前
川
利
治
の
印
明
日
に
、『
m
羽
咋
郡
本

江
村
若
部
村
山
出
村
物
成
之
都
』
と
あ
る
か
ら
、
常
時

は
鏡
北
の
部
訴
で
あ
っ
た
ら
う
。

ワ
カ
ベ
ホ
若
部

保

羽

咋

郡
に
在
っ
た
。
承
久

三
年
注
池
の
能
驚
凶

m鍬
日
銀
に
、
『
若
部
保
、
資

町
、
滋
久
元
年
検
設
出
定
』
と
見
え
る
。
後
肢
亦
若

部
保
が
あ
る
。

ワ
カ
ベ
ホ

若
部
保
期
制
咋
部
に
屈
し
、

滞
政
時

代
で
は
、
詳
し
く
は
邑
知
院
内
若
部
保
と
い
ひ
、
本

江
・芯
々
見
の
ニ
ヶ
村
を
含
ん
で
ゐ
た
。

若

松

河

北
郡
金
浦
郷
に
印
す
る
部

ワ
カ
マ
ツ

訴。
ワ
カ
マ
ツ
ア
メ

若
松
飴

河
枯
部
若
訟
で
製
し

た
他
。
元
職
七
年
の
也
上
に
は
、『
加
賀
川
附
若
松
村
各

よ
り
春
迄
あ
め
仕
候
。
則
若
松
あ
め
と
巾
候
。
』
と
あ

り
、文
政
の
加
到
佐
来
に
は
若
松
律
的
と
も
見
え
る
。

金
問
削
音
町
御
用
飴
屋
町
四
三
助
の
家
併
に
、
そ
の
先

祖
は
越
前
坂
引
樹
木
庄
城
主
制
江
中
間
仙
恭
奴
閣
の
子

訴
で
、
加
到
に
衆
り
若
松
に
住
L
、
家
法
の
飴
を
製

し
初
め
た
が
、
後
に
は
金
制
仲
に
出
て
町
人
と
な
り
、

舶
を
製
す
る
こ
と
を
服
裂
と
し
た
と
あ
る
。
若
松
伯

は
之
と
系
統
を
問
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ワ
カ
マ
ツ
シ
ョ
ウ

若
松
庄

河
北
郡
に
在
っ
た
。

文
和
三
年
十
ご
且
九
日
附
の
文
相官
に
、『
下
狩
野
伊
豆

ワ
力
|
ワ
キ

守
義
却は
可
令
早
罰
則
加
到
凶
枝
松
正
地
開
戦
一
川
附
雌
都
。

右
結
晶
副
功
之
氏
防
犯
行
也
。
』
と
見
え
、

一
向
一
授
の

切
の
浩
組旧
か
ら
吉
川
叫
越
後
守
に
宛
て
た
吉
川肌
に
も
、

『先
度
者
御
守
徹
若
松
庄
之
市
中
、
自
守
秘
方
就
巾
邸

御
懇
容
仰
候
。
』
と
あ
る
。
漸
得
紙
記
に
は
、
『
若
松

庄
十
八
よ
判
、
駁
鈴
見
・若
松
よ
り
中
村
、
総
銚
子
口

ま
で
。
今
改
-
一
金
浦
郷
4

』と
し
て
居
る
。

ワ
カ
マ
ツ
ジ
ヨ
ウ

若
松
城
川
柏
市
若
松
に
在

っ
た
。

泊
同
記
に
、
岩
松
に
城
跡
が
あ
っ
て
錦
部
屋

政
と
い
ふ
と
記
す
る
。

ワ
カ
マ
ツ
ボ
ウ

若

松

坊

J
ホ
シ
セ

Y
ジ

泉
寺
。

若
緑

河
山
郁
金
総
庄
に
邸
す 本

包
八
帥
訓
枇
。

林
郷
上
林
村
釘
座
。
今
刑
制
=
入
師
宮
↓

的
駐
也
。
』
と
あ
る
。
今
林
郷
一
八
時
前
枇
と
抑
制
す
る
。

ワ
カ
ミ
ヤ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ

若
宮
八
幡
紳
社

調
同
制
今
日
出
に
釘
座
す
る
。
式
内
等
間
出
祉
担
に
、『
若

宮
跡
枇
。
大
海
郷
今
出
村
銀
座
。
訪
問
問
云
。
相
見
制

之
御
子
制
也
。
今
桝
=
若
宮
八
柿
宮
一
』
と
あ
る
。

ワ
カ

Z
ヤ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ

ヤ

若

宮

八
幡
紳
枇

路
島
郡
飯
川

・
下
の
入
台
地
に
在
っ
た
Q

今
久
志
伊

奈
太
伎
比
時
副
社
と
い
ふ
。
式
内
等
山
田
枇
記
に
、『
若

宮
八
幡
制
枇
。
仮
川
保
飯
川
村
銀
座
。
笛
停
一
苫
。
佐

古
石
油
水
制
抑
制
也
。
故
則
前
云
。
』
と
紋
せ
る
。

ワ
カ
モ
ノ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ

著
者
正
月

能
殺
で
は
、

笛
一
且
十
五

・
十
六
日
を
若
者
百
且
と
い
ひ
、
こ
の

日
政
入
を
行
う
た。

ワ
カ
ヤ
マ

若
山

珠
洲
州削
岩
山
庄
に
臨
す
る
部

訴
で
、
村
御
印
に
も
若
山
村
と
あ
る
が
、
後
に
延
武

と
改
め
た
。
和
名
抄
に
見
え
る
若
倭
郊
の
本
郷
で
あ

ら
炉、，。

ワ
カ
ミ
ド
リ

る
邸
稿
。

ワ
カ
ミ
ヤ

W

問。

若
宮

石
川
部
戸
出世郷
に
邸
す
る
部

ワ
カ
ヤ
マ
ガ
ハ

若
山
川

珠
洲
加
入
太
郎
峠
附

廷
に
波
似
し
て
京
流
し
、
中
間
に
於
い
て
南
方
よ
り

支
流
を
容
れ
、
鈴
内
に
宅
っ
て
北
方
よ
り
支
読
を
受

け
、
市
折
し
て
似
川
の
京
方
を
縦
、
協
に
入
る。

抗

桜
一
六
粁
。
能
官
名
跡
士
山
に
、
『
文
阪
附
川
と
て
あ

り
。
若
山
川
と
も
い
へ
'り。
』
と
あ
る
。

ワ
カ
ヤ
マ
ゴ
ウ

若
山
田
岬
珠
洲
加
に
在
っ
た
。

指
紋
村
本
光
寺
文
部
点
治
二
年
五
且
品
川
日
品
凶
六
郎

光
次
の
判
部
に
、
『
許
認
路
間
出
初
本
光
都
寺
抱
問
之

応
。
合
一
段
者
、
在
坪
は
若
山
郷
下
包
正
名
内
絡
所

々
。
』
と
見
え
る
。

ζ
の
遊
山

郷
は
、
法
久
三
年
自

治
の
能
奇
凶
川
数
日
銀
に
あ
る
岩
山
庄
の
こ
と
で
あ

戸勺
'h
J
O

ワ
カ
ヤ

?
yヨ
ウ

著
山
庄

珠
洲
仰
に
在
っ
た
。

承
久
三
年
注
訟
の
能
殺
凶
問
撤
回
鍛
に
、『
若
山
来
、

若
山
の
延
武

↓
ノ
プ

若
宮
出

石
川
市
戸
坂
郷
に
邸
す

で
』
百
町
、
牒
治
ご
年
主
努
献
』
と
見
え
、
法
佐
寺
山
制

限
元
・文
永
・建
武
等
の
文
部
に
も
散
見
す
る
。
叉
以

来
郡
波
村
八
縮
寺
田
山
政
大
般
若
終
拠
出
に
日
世
間
ご
年

一
一且
日
航
主
若
山
御
庄
内
大
谷
佐
平
衆
避
と
あ
り
、

成
永
以
院
の
本
光
寺
文
明
日
に
若
山
庄
西
諺
捕
恒
利
名

が
あ
り
、
永
芋
九
年
の
海
曾
寺
文
誌
に
若
山
庄
西
院

路
線
村
が
あ
る
に
よ
っ
て
、
若
山
庄
の
匹
域
が
郁
の

外
桁
海
停
ま
で
償
問出
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

ワ
カ
ヤ

?
yヨ
ウ

若
山
庄

珠
洲
郡
に
函
し
、

滞
政
時
代
で
は
、
花
山
・
上
山
・

洲
巻
・白
制
・
市
山
・

黒
丸
・
吉今日出
・二
子
・
上
正
力
・
宗
末
・巾
・
大
均
内

山
・延
武
・凶
粂
・
向
・火
宮
・巾
削
・
古
山
間

経
念
の
二

十
ヶ
村
を
含
ん
で
民
た
。

ワ
カ
ヤ
マ
ト
ゴ
ウ

若
儀
錦
珠
洲
郡
の
古
郷
む
。

若
倭
は
首
に
和
加
夜
間
殺
と
訓
む
べ
く
、
後
の
若
山

庄
は
そ
の
利
融
で
あ
ら
う
。

ワ
カ
ヤ
マ
ノ
ノ
プ
生
ケ

経
武
。

タ
ケワ

カ
ン
シ
ョ
シ
ヲ
ン
カ
イ
和
漢
諸
氏
訓
該

大

野
木
克
叫
が
天
利
=
一
年
什
九
訟
の
時
に
編
し
た
も

の
。
克
明
は
前
人
の
迎
に
聞
く
し
て
郁
に
迷
ふ
中一政

き
、
和
初
先
伐
の
市
制

・
山町
ゴ
同
等
キ
い
抄
出
し
た
も
の

で
ゆ
め
ろ
と
い
ふ
。

ワ
カ
ン
ブ
ン
ソ
ウ
和
渓
文
藻
一
加
。
美
般
的

支
考
の
一
古
で
、
例
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
金
織
で
畑
山
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
姿
水
の
山
巾
町世

話
に
、『
風
曲
亭
は
加
州
金
保
安
江
町
、
別
利
一
国
交
泌

の
撲
場
な
り
。
』
と
も
あ
ろ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
苧
保

十
ご
年
板
行
。

ワ

ギ

和

義
附
随
鉱
に
、
和
裂
は
草
深
甚
四
郎

よ
り
殴
政
院
・訟
平
直
次
右
衛
門
・
二
木
新
十
郎
と
約

き
、
新
十
郎
の
弟
子
荻
原
十
肢
が
越
前
よ
り
金
持
に

然
る
に
及
ん
で
、
そ
の
術
大
に
行
は
れ
、
十
磁
の
門

九

ワ
カ

Z
ヤ
デ

る
部
軒
。

ワ
カ
ミ
ヤ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ

若
宮
八
幡
紳
社

石
川
郡
松
任
に
銀
座
す
る
。

式
内
等
間
副
社
記
に
、『
若

宮
λ
師
制
世
。

山
島
郷
松
任
川
銀
座
。
沼
枇
也
。
』
と

見
え
、
元
職
十
三
年
の
革
路
却
に
、『
.布
川
郡
松
任
の

束
八
町
ば
か
り
に
八
麟
{
呂
あ
り
。
共
か
み
山
川
刷
機
の
役

官
山
上
茶
、
奇
澗
の
邸
あ
り
て
鎌
公
の
若
宮
そ
則
前

の
地
な
り
と
か
や
。
此
森
の
脱
硫
の
頃
は
言
説
に
地

へ
た
り
。
思
ぼ
こ
に
年
々
こ
え
て
間
間
前
何
室
。
』
と

あ
る
。ワ
カ
ミ
ヤ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ャ

ー恒
宮
八
幡
紳
位

石
川
制
上
林
に
鋲
践
す
る
。

白
山
宮
前
版
部
中
記
録

制
限
三
年
間
且
白
山
富
の
大
栄
榊
凱
(
を
上
林
の
地
邸

玄
猷
の
館
に
援
入
れ
た
こ
と
を
記
し
た
段
に
、
大
宮

の
利
朗
(
を
世
相
官
と
い
ふ
滋
に
縦
約
て
L
邸
っ
た
と
あ

る
も
の
即
ち
是
で
あ
る
。
式
内
等
町
田
枇
犯
に
も
、『
若


